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株式会社ボーネルンド 

 
日本初！ドイツ・リヒター社と協働した当社最大の屋外あそび場が、大阪府高槻市に登場 

「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 3 月 23 日（土）オープン 

屋内外のあそび場で、交流を促す身体あそびや、科学的な好奇心を育む仕掛けが充実 
 

子どもの健やかな成長に「あそび」を通して貢献することを目指し、教育玩具・遊具の輸入・開発・販売とあそ

び場づくりを行う株式会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、6 ヶ月から小

学生までの子どもと保護者を対象とした「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 を、2019年 3月 23日

（土）にオープンします。当施設は、「屋外あそび場」と、「室内あそび場」、「表現遊びエリア」が一体となってお

り、この業態は全国で 3店舗目となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 について                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンに先立ち、プレス内覧会を行います。こ多忙とは存じますが、この機会にご取材を検討くださ

いますようお願い申し上げます。出席ご希望の方は 5枚目の「ご取材申込書」を記入の上、 3 月 11 

日(月) 17:00 までにご返信くださいますようお願い申し上げます。  

 

【日時】 2019 年 3 月 20 日(水)  10:00〜12:00 （最終受付11：30） 

【会場】 「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」  

大阪府高槻市八丁畷町12番3号 ボーネルンドパークセンター内  

・施設内をご自由に内覧可能です。  ・子どもたちが遊ぶ様子もご撮影いただけます。  

 

2019 年 3 月 1 日 



 

大阪府高槻市は、子育て支援施設・医療機関が整い、全国トップ水準の妊娠・小児医療に関する助成金制度

といった子育てへのサポートも手厚いことで知られています。同市は、弥生時代の遺跡を中心とした広大な緑

地を「安満遺跡公園」として、「市民とともに育てつづける公園」をコンセプトに整備しており、当社が開発した

「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」も同公園内に 3月 23日（土）にオープンします。当社が 40年以

上蓄積してきた子どもの成長・発達とあそび環境づくりのノウハウを結集し、子ども同士が集って交流しなが

ら思う存分身体を動かして遊ぶことができる場、表現遊びなど多様なあそびを通して成長できる場を目指して、

また、これからの公園の理想的なあり方を提案することを目指して開発しました。 

 当社最大の屋外あそび場で、多様な身体あそびやコミュニケーションが生まれるあそびが楽める        

当社あそび場施設最大となる 848㎡の屋外スペースは、1967年に創業した大型遊具メーカーの世界的パイ

オニア、ドイツ・リヒター社と協働して開発しました。これは日本初の取り組みです。多様な身体あそびや、子

ども同士のコミュニケーションが生まれるあそび、科学的な好奇心を刺激するような工夫のあるあそびを揃え

ました。例えば、ポンプで水を汲み上げてといに流す遊具や、木製の小屋を模したアスレチック遊具、円盤状

のシーソー、大型ブランコの遊具は、押し引きする・よじ登る・這う・バランスを取るといった、普段のあそびで

は生まれにくい動きをあそびの中で自然に引き出します。 

他にも、普段の公園では体験しにくくなっている水遊びや泥遊び、踏むと音階が鳴る石の遊具、渦状の水流

が作れる円筒状の遊具、巨大な振り子遊具を使った、物理の不思議を体感できるあそびなど、自然のなかで

五感や科学的な好奇心を刺激するあそびも充実します。 

 

 

 

 

 

 

 自主性や論理的に考える力、想像力を育む表現遊びのエリア・赤ちゃん専用のあそびが揃ったエリアも    

屋内には、発達や興味に合わせて体を思いきり動かして遊べる「室内あそび場」と、組み立て遊びやお絵描

きができる「表現遊びエリア」を設けました。「室内あそび場」は、トランポリンのように弾むマット状の人気遊具

「エアトラック」や、アスレチック遊具と連結した巨大なボールプール、クラインミングウォール、大型ブロックの

組み立て遊具などを用意。天候に左右されず、走る・跳ぶ・登るなど身体を様々に動かして遊ぶことができま

す。「表現遊びエリア」では、ガラスや大きなキャンバスを使ったダイナミックなお絵描きができるほか、外遊び

で見つけた植物や生き物を調べられる図鑑や絵本、磁石・歯車を使った造形遊びの遊具を用意。自由な表現

遊びを通じて、思いや考えを自分なりの方法で表現する力や、論理的に考える力、創造力を育みます。 

はいはいやつかまり立ちの動きを促す遊具が揃った、赤ちゃん専用エリアも用意。保護者にとっての子どもの

成長の発見の場や、親同士の交流の場となります。離乳食を食べさせられる軽食スペースや授乳室、おむつ

交換台も完備しています。 

場内には子どもの成長とあそびについての専門的な知識・経験を持つスタッフ「プレイリーダー」が常駐。子ど

もの興味関心や発達に応じてあそびを提案し、親子のあそびをサポートします。さらに、子ども同士が一緒に

遊ぶことでできることや動作の幅が広がり、新たなあそびに発展するようなコミュニケーションも促します。 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃん専用エリアイメージ 

屋外あそび場 導入遊具イメージ 屋外あそび場イメージ 

屋内あそび場イメージ 表現遊びエリアイメージ 



 

【 「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 3つのポイント 】 

 

1. 市民や行政の皆様と協働し、子育てに欠かせない拠点となる、これからの公園のあり方を提案 

かつての公園は、異年齢の子どもや大人が集うコミュニティでしたが、近年は遊具の撤去やあそびの制

限が増えたことで、その機能が失われつつあります。当社は、思う存分自由に遊べる環境は子どもの成

長に必要不可欠と考え、子どもがあそびを通して成長でき、大人同士も交流できる場＝三世代が交流す

る子育てコミュニティとしての公園の機能を取り戻す試みを進めてきました。今回はさらにそれを推し進

め、子育てのインフラとして機能する、これからの公園のあり方を提案します。 

 

安満遺跡公園周辺には、保育所や子育て支援施設もオープンするなど、子育て・子育ちのための施設

が集結し、子育てに欠かせない拠点となります。このような、「子どもを主役に」考え「市民とともに育てつ

づける」同公園に参画することに、これからのよりよい公園の在り方を提案する面で大きな意義があると

考えました。当社施設も市民や行政の皆様と協働して地域のコミュニティとして育て、地域に貢献してい

きたいと考えています。その一環として、パークセンターのネーミングライツパートナーにも決定しました。 

 

 

2. 日本初！大型遊具のパイオニア、ドイツ・リヒター社と協働。感覚を刺激する外あそび環境を実現 

リヒター社は 1967 年にドイツで創業した世界の大型遊具の草分けです。今ある各国の大型遊具メーカ

ーに、大きな影響を与えている存在です。リヒター社はあそびを通して子どもの成長に貢献したいと考え、

子どもの感覚を刺激する多種多様な機能の遊具を丁寧に作り続けています。遊具単体を販売するので

はなく、その国や地域の子どもたちのニーズに応じて、総合的にあそび環境を創造するのがリヒター社

のやり方。今回は日本の子どもたちのために、ボーネルンドと議論を重ね、自分の手や体の感覚を敏感

に使って遊べる環境をつくりました。子どもたちが創意工夫を重ね、感覚、社会性、創造性、認知力など

が育っていくようにとの願いを込めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 子どもの成長に本来必要な、生きる力につながる多種多様なあそびが体験できる 

自然と触れ合いながら遊べる「屋外あそび場」と、雨の日でも体を思い切り動かして遊べる「室内あそび

場」、自分の思いや考えを様々な形で表現できる屋内の「表現遊びエリア」の３つのエリアを用意。乳幼

児から小学生までの幅広い年齢の子どもが、年齢や発達、興味によって、多種多様なあそびに没頭でき

る環境を実現します。また、乳幼児と小学生が同じ場で遊びながらも、それぞれが安全に、思う存分遊

べるようにゾーニングを工夫しています。こうした環境でのあそびを通して、これからの時代に求められる、

課題を自ら設定する力、問題意識を持って取り組む主体的に学ぶ姿勢や、思考力、表現力を育みます。 

 

 



 

 「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 概要                                                   

 店舗名 ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園 

 所在地 大阪府高槻市八丁畷町 12番 3号 ボーネルンドパークセンター内 

 面積 【屋外あそび場】848㎡  【屋内あそび場】528㎡ 

 営業時間 【夏季（3月～10月）】10：00～19：00（受付 18：30まで） 

【冬季（11月～2月）】10：00～18：00（受付 17：30まで） 

 対象年齢 6か月～12歳（大人も子どもと一緒に楽しめます） 

 利用料金  

1日パス：子ども+保護者 親子で1,500円 (追加料金:子ども1人1,000円、保護者1人500円)  

親子1ヶ月パス(平日のみ使用可)：子ども+保護者 親子で4,800円 (追加料金:子ども1人3,500円  

※利用料金は予告なく変更になる場合がございます。詳しくは店頭もしくはショップページにてご確認ください。 

 営業開始日 2019年 3月 23日（土） 

 定休日     不定休 （年末年始やメンテナンスの際は休館日となります） 

 電話番号 072-668-3145  

 

 当社あそび場施設の運動効果について          
 
人間の体の動きは図（右下）の 36種類に分類できるとされています。当社のあそび場施設では、たくさんの動きを促

す環境づくりとプレイリーダーによるあそびの提案によって、これらの体の動きの種類・出現頻度が通常保育よりも

突出して高いことが証明されています。45 分間のあそびで平均 24 種類以上の動きを体験でき、また跳ねる・転が

る・くぐるなどの動きの出現頻度は約 2倍で、効果的に体を動かして遊べることが分かっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ボーネルンドについて 】 
ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健やかな成長に寄与するため 1981 年に設立し、一貫して “ あ そ
びの道具と環境”を提供する事業を展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”
を提案、全国 78 ヶ所で店舗を展開しています。同時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道
具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛けた実績は国内約 3万 5千ヶ所まで拡大して
います。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそびを体験できる屋内あ
そび場「キドキド」事業をスタート。全国 21 ヶ所、年間約 277 万人、「キドキド」のノウハウを取り入れた地方行政の
屋内あそび場を含めると全国約 30 ヶ所、年間 350万人以上の親子が訪れています。 

 

 

橙：ボーネルンドのあそび場施設 黒：通常保育 

運動効果の実測データグラフ 
※総務省 IoT サービス創出支援事業における実証結果（2018 年 8 月） 

動作の種類 動作の出現頻度 

【報道関係の方のお問い合わせ先】 
 

株式会社ボーネルンド 広報室   担当：村上  ℡：03-5785-0860、080-5901-3591 

e-mail public-relations@bornelund.co.jp 
 

【一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）】 
 

株式会社ボーネルンド 

℡：0120-358-518（月〜金 10:00〜17:00） 

 

mailto:public-relations@bornelund.co.jp


 

株式会社ボーネルンド PR 事務局 担当者 行き  

「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」 ご取材申込書 

≪FAX 返信先:03-4580-9130≫ 

 

お忙しいところ恐縮ですがご出席いただける場合 3 月 11 日(月) 17:00 までにご返信くださいますようお願いし

ます。  

 

【プレス内覧会】 日時:3月20日(水) 10:00〜12:00  （最終受付11：30） 

会場:「ボーネルンド プレイヴィル 安満遺跡公園」高槻市八丁畷町12番3号 ボーネルンドパークセンター内 アク

セス:阪急京都線 高槻市駅から徒歩10分、JR京都線高槻駅から徒歩13分  

※同日、「安満遺跡公園」内覧会も開催しております。当店内覧会にご参加いただける方は、安満遺跡公園内覧会

にもご参加いただけます。(申し込み不要)  

日時：3 月 20 日(水)10:00〜12:00  主催:高槻市  担当:安満遺跡公園整備室 TEL 072-674-7393  

 

 

ご出欠 

□ ご出席（ 時 分頃来場予定） 

□ ご欠席 

□ 他の日程で取材希望（3 月 23 日（土）オープン以降） 

取材ご希望日時  月 日 時 分頃 ～ 

貴社名 
 
 

貴媒体名 
 
 

貴部署名 
 
 

ご芳名 
 
 

ご連絡先 
TEL FAX MAIL 

 

カメラの有無 □ スチール □ ムービー 

 

備考 

※ご要望、ご質問などございましたらご記入ください 

ご記入いただいた個人情報は、プレスリリース等報道資料の発信、施設内覧会の案内など、広報活動に必要な範囲内で適切に取り扱いいたします。 


